
市松、 麻の葉、 鱗、 毘沙門亀甲、 矢絣、 分銅繋ぎ。

小紋柄は古の日本の暮らしから生まれ、 長い年月の中で

育まれたジオメトリックな吉祥紋です。 繫栄や長寿を表す

ものとして愛されてきました。 分銅繋ぎの中に小紋柄をちり

ばめ、 幸せがあつまるよう願いを込めたお皿です。

錫製角皿　こもんあわせ



企画 製造 販売　株式会社 ナガエ

本社アート事業部  〒933-0319富山県高岡市荒屋敷278

TEL.0766-31-2797　FAX.0766-31-6777

商品名 品番 JAN 内容 価格
角皿 こもんあわせ ging-133-SOJ 4 560399 734550 角皿1/化粧箱 ￥6,050（税抜\5,500）

角皿 こもんあわせ 菓子切付 ging-134-SOJ 4 560399 734567 角皿1/菓子切1/化粧箱 ￥6,600（税抜\6,000）

角皿 こもんあわせ 菓子切付 2ケセット ging-135-SOJ 4 560399 734574 角皿2/菓子切2/化粧箱 ￥13,200（税抜\12,000）

角皿

W118×D118×H6mm

約190ｇ　錫製

菓子切り

長さ 約130mm

約3ｇ　木製
化粧箱

分銅繋ぎ
ふんどうつなぎ

矢絣

弓矢に付いている羽根
の連続模様。破魔矢
と同じく「厄除け」の
意味があるとされま
す。ま た、矢 は「直
進する」として縁起柄
とされています。

やがすり

毘沙門亀甲

七福神にも数えられる
毘沙門天の鎧に用いら
れる亀甲模様。強力な
毘沙門天にあやかり、
「必勝祈願」「厄除け」
「財運」のいわれがあ
ります。

びしゃもんきっこう

鱗

連続した三角形を魚や
蛇の鱗に見立て、鱗
文と呼ばれるようにな
りました。鱗は「身を
守る」という意 味か
ら、縁起柄とされてい
ます。

うろこ

麻の葉

麻の葉の形をした連続
模様。麻は生命力が
強いことから、「健や
かな成長」「厄除け」
の願いを込め、赤ちゃ
んの産着などに用いら
れてきました。

全体に拡がる連続模
様は分銅繋ぎです。
かつて金や銀を分銅形
に鋳造し蓄えたことか
ら、「財運」を表す縁
起柄とされています。

あさのは

市松

四角形を互い違いに並
べたシンプルな連続模
様。上下左右に途切
れることがないため、
「永遠」「事業拡大」
「子孫繁栄」のいわ
れがあります。

いちまつ

CA-043-02


